
令和８年度 
学 級 案 内 

のびる学校 つながる学校 元気がでる学校 

ご  挨  拶 

校長 浅野 周子 
今年度より、本校に特別支援学級「Ｉ 組」が新しく開級いたしま

したことを心より嬉しく思います。 

 西東京市における特別支援学級の配置についての考え方が示され、

子どもたちにより良い教育環境を提供し、子どもたちの能力や可能性

を伸ばす多様で柔軟な特別支援教育の充実を図ることを目的として、

「西東京市特別支援学級配置計画（令和 6年度～令和 15 年度）」が策

定されました。 

 本計画では、児童・生徒数の増加傾向や学校施設の状況を踏まえ、

本計画期間において知的障害特別支援学級の設置校を市内 6校程度と

するなど、計画的な配置が進められています。I 組は、主に田無第四

中学校と柳沢中学校区域に住居がある生徒たちが通学することを想定

して設置されています。 

西東京市がめざす特別支援教育は、一人ひとりの子どもたちの特性

を踏まえながら、安心して学べる「誰一人取り残さない」教育環境を

整え、生きる力を育み、ともに子どもたちの輝く未来を育む学校づく

りを進めることです。 

私たち教職員は、この計画の趣旨をしっかりと受け止め、個別の教

育支援計画に基づいたきめ細やかな指導を行い、子どもたちの可能性

を最大限に引き出す教育を実践してまいります。 

 「I 組」の子どもたちが、互いに支え合い、愛情に包まれながら、

笑顔あふれる毎日を送り、確かな成長を遂げられるよう、全力で取り

組んでまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

     西東京市立柳沢中学校 

 

指導の重点 
③ 外部人材（近隣大学や地域和太鼓の会など）を活用し、日本の太鼓を

中心とした民族芸能・伝統文化を学び、歴史・文化に込められた情操や

生きる強さに触れ、思考力・表現力を醸成する。  

オ 特別活動 

① 運動会、合唱コンクール、生徒会活動、移動教室、校外学習、修学旅

行などの学校行事において、目標や目的に向かって主体的に計画を立

て、体験的活動を通じてよりよい集団を形成する力を育成する。１人１

役を担わせ、生徒の自主的な活動による達成感を味わわせ、自己肯定感

の向上につなげる。周囲と協働し、課題に取り組む行動力と自己の役

割・責任を自覚する態度を育む。 

② 学級活動や学校行事を通して、集団の中での各自の在り方やよりよい

集団づくりを学び、自治の力を高めながら、生徒自らが作り上げる学校

の実現を推進する。日常生活の指導や生活単元学習と連動させ、具体的

な行動場面で自主性・協調性を育む。 

③ 学校行事や生徒会活動等を通し、知的障害学級と通常の学級、他校と

の交流・協働学習を重点的に行い、インクルーシブ教育を推進する。 

カ  自立活動（自立活動としての時間は設けずに全活動と個別の指導計画

によって行う） 

① 社会的な自立を目指して、着替えや荷物の整理整頓などの日常生活の

適切な行動様式を学ばせ、生活技能の向上を図る。 

② 学校教育活動全般において自己理解を促し、課題を改善、克服する力

を養う。また、周囲に合わせて行動する自己調整力や他者の意図や感

情を理解する力を高める。 

③ 「心の健康」という視点をもち、自らの願望やストレスへの正しい対

処方法等について 

考え学ぶことで、生活を豊かに送るための実践力の向上を図る。 

④ 話合い活動の場面を多く設定することで豊かな表現力を身に付け、他

者と円滑に関わる力を培う。 

 

 

(1) 各教科、道徳科、総合的な学習の時間、特別活動、自立活動 

ア 各教科 

① 生徒の障害の状態及び発達の段階や特性、教育的ニーズを十分に把

握し、個別の教育支援計画及び個別指導計画を作成・活用しながら、

学習課題を設定し、個別最適な学びを充実させることで基礎的・基本

的な知識・技能の定着と学力向上を図る。具体的な事象や教具を用い

てイメージ豊かに理解できるように工夫する。 

② 学び合いやグループ学習等の協働的な学習を積極的に取り入れ、言語

活動を充実させ、語彙力・表現力の向上を図る。自分の考えをまとめ、

他者の意見を聞いて対話する経験を積ませ、思考力・判断力・表現力

を養う。 

③ 国語・数学・外国語では基礎力の確実な定着を目指し、「スペリング

コンテスト」「漢字コンテスト」「計算力コンテスト」「「学力向上スタンプ

ラリー」などを実施する。また、習熟度別少人数指導を基に個に応じた

きめ細やかな指導を行い、ALT活用によるコミュニケーション能力を高

める。 

④ 音楽・美術・技術・家庭では地域連携を通し作品作りに取り組み、豊

かな人間性と表現力を育む。保健体育科では体力テスト・柳沢中サーキ

ット・食育・睡眠教育などを通し、体力増進と心身の健康意欲を育む。 

「  「 イ 道徳科 

① 命の尊さ・生命尊重教育を最重点に置き、よりよく生きるための日常

的なマナー・ルール、自分や集団・社会に関わることを深く考え、道

徳的な判断力・心情・実践意欲と態度を育てる。中学生として他者との

適切な接し方、いじめ防止の態度、思いやりの心、基本的人権尊重の

精神を身に付け、望ましい人権感覚と道徳的実践力を向上させる。 

② 年間指導計画に基づき、教材を効果的に活用し、「深く考える道徳」

「議論する道徳」を展開する。ゲストティーチャーを活用した障害者理

解・人権教育を推進する。「  

ウ 各教科等を合わせた指導 

① 自他の意見をもとにした対話の機会を多く作り、言語活動を充実さ

せることで、適切な人間関係・社会生活に必要なコミュニケーション能

力を養う。 

② 日常生活の指導や生活単元学習、集団活動を通じて、基本的生活習慣

の確立と健やかな心身を形成し、思春期の人格形成を図る。 

エ 総合的な学習の時間 

① 小グループや集団での話合い活動を通し、自分の考え・意見をまと

め、他者の意見を聞いて理解する能力の向上を図る。協働的な活動で興

味・関心を広げ、課題の探究・解決を図り、自尊感情と自立・将来への

意欲を育む。 

② 「西東京ふるさと探究学習」「平和の学習」を通し、地域への愛着・

つながりを深め、地域ボランティアに取り組む。 

 

 

 



 

 
教育目標                              

変化する社会の中で学校教育を通じてよりよい社会を創るため、以下

のような目標を設定する。 

○広い視野をもち勉学に励む人間  「言語能力」「情報活用能力」 

「 問題発見・解決能力」 

○思いやりのある人間           「人間関係形成力」 

○心身ともに健康な人間         「豊かな人生を実現させ

る力」 

 

教育目標を達成するためのキーワード      

生徒数 

学校、学級の教育目標を達成するための基本方針 

針                               

       ・・・・・ 

 

 
令和８年度 時間割 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 I 組 年間行事予定 
 

 

I 組 年間行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年度 I組の年間行事予定 

【１学期】        【２学期】       【３学期】   

４月           ９月          １月 

始業式・入学式      始業式         始業式 

校外学習＜市内巡り＞   校外学習＜川越＞    ２月 

５月           中間考査        多摩特研劇と音楽の会 見学 

中間考査         １０月         学年末考査 

６月           合唱コンクール     ３月 

運動会          １１月         校内作品展 

多摩特研球技大会     期末考査        卒業式 

期末考査         １２月         修了式 

７月           多摩特研マラソン大会 

移動教室（千葉方面）   終業式 

終業式 

 

 

 

 

I 組 教育目標                      

一人一人の障害の状態や特性を十分に理解・配慮し

ながら、能力や可能性を最大限に伸ばし、将来自立した

社会生活を送るために必要な生きる力を育てる。 

 

ア 基本的な生活習慣を身に付け、自ら進んで学び、根気強く努力

する態度を養い、個に応じた基礎的な知識・技能と思考力 ・断 

力・表現力を身に付ける。 

イ きまりを守り、思いやりの心をもち、仲間や地域の人々と協働・

支え合い、温かい人間関係を築く力を身に付ける。 

ウ 行事や社会活動に進んで参加し、体力・健康を維持・向上させ、

主体的に行動する意欲を身に付ける。  

エ 我が国の伝統文化や地域・郷土への理解を深め、公共心と愛郷

心を培い、社会に参画する力を身に付ける。 

 

 

そんちょう 

尊 重 
あいさつ 

挨 拶 
たいわ 

対 話 
そうぞう 

創 造 

 男 子 女 子 合 計 

１年 ３ ２ ５ 

２年 １ ０ １ 

３年 ０ ０ ０ 

合計 ４ ２ ６ 

 

教職員数 

担 任     ３ 

 時間講師    ４ 

介 助 員    2 

 学生ボランティア     

 

学校生活について                             

「 ア 基本的な生活習慣を身に付け、自ら学び努力する態度を育てるた

めに 

① 生徒の状態や特性を把握し、授業形態や教具を工夫して基礎的な

知識・技能の定着を図る。「  

② 学び合いやグループ活動を通して、身に付けた知識・技能を活用

し、思考力・判断力・表現力を育てる。「 「  

③ ICT を効果的に活用し、自分の考えをまとめて共有しながら課題

解決を進める学習を推進し、学習意欲と深い学びにつなげる。「 「  

④ 「分かる・できる授業」を目指し、個に応じた指導と適正な評価

を充実させ、「確かな学力」と「自ら学ぶ力」を育む。「 「  

⑤ 家庭学習を充実させ、課題解決に必要な知識・技能を身に付け、

社会でたくましく生きる力を高める。「 「  

⑥ 変化の大きい社会に対応するため、３年間を見通したキャリア教

育を行い、自らが納得した進路選択や自尊感情、探究的な学びの力

を育てる。 

イ きまりを守り、思いやりをもち、協力し合える人間関係を築くた

めに     

① 生命尊重教育を基盤に、人権を大切にし、自他を尊重する心を育

てる。生徒理解を深め、温かい教育で健やかな人格形成を図る。「 「  

③ 「特別の教科「道徳」を中心に、思いやり、規範意識、人権感覚を

育て、いじめを許さない態度を徹底する。「 「  

④ 社会への関心を高め仲間と協力して解決に向けて行動する力を育

てる。 

ウ 行事や集団活動に参加し、健康と主体性を育てるために             

① 健康教育を推進し、運動習慣や生活習慣の改善を図る。食や睡眠

の知識を身に付け、生涯にわたる健康の基礎を培う。「 「  

② 安全教育の推進として、防災教育を充実させ、地域と連携して自

他の生命を守る力を育てる。地域防災への貢献を目指す。「 「  

③ 小規模校の利点を活かし、温かく一貫した指導で、生徒理解を深

める。「 「  

④ 発達特性を踏まえ、学級活動や行事を通して、自ら考え判断し、

協働して課題を解決する力を育てる。役割と責任を自覚させ、自治

的態度を育む。 

エ 伝統文化や地域への理解を深め、社会参画の力を育てるために       

① 小中連携を進め、中１ギャップの解消を図り、９年間を見通した

学習・生活指導を充実させる。「 「  

② 地域探究学習として、地域の歴史や産業を調べ、 

地域めぐり、職場体験、伝統文化体験、ボランティ 

アなどを通して地域に関わる力を育てる。「 「  

③ 地域や大学と連携し、放課後カフェや学習教室 

で生徒の居場所づくりと学びの支援を行う。「 「  

④ コミュニティスクールとして、地域と協働した教育 

課程を推進し、地域に信頼される学校づくりを進める。 


